
  

 

 

 

学 校 名 海津市立大江小学校 

実 施 日 平成 30年 11月 10日（土） 10：30～11：25 

会    場 体育館 

参 加 人 数 全児童５９人・保護者 50人・地域住民（３２人）・職員 約１５０人 

学習課題（分野） 家庭・地域で考える防災講習（水防災） 

運営者の願い 

児童は「命を守る訓練」を学校で行っているが、家族で話す機会はなかなか無

いと思う。ふれあい参観日は多くの人が集まるいい機会なので、防災意識を高

め、危険に対する予知及び回避能力や災害時に主体的に行動できる能力を養っ

てもらいたい。また、家に帰ってから家族で防災について話をするきっかけに

なればと願う。 

学 習 の 内 容 

＜開会＞学級長挨拶 

講師紹介 木曽川下流河川事務所 中島さん・辻さん、 海津市危機管理課 児玉さん 

＜ DVD鑑賞とお話し＞  

①「木曽川下流河川事務所」って何をしているところ 

②木曽三川下流部の地域の特性 

③先人たちの治水の工夫 

④その中での輪中提の特性とその種類 

＜グループ討議＞ 

親子地域の方が登校班毎のグループになり、防災のクイズを答え 

 たり、講師話の中の問いかけについて考えをまとめて発表した。 

＜動くハザードマップシミュレーション＞ 

木曽川下流河川事務所の HPにある「動くハザードマップ」で模擬体験 

＜まとめ・質疑応答＞  

＜閉会＞学級長挨拶 

 

＜在宅アンケート＞ 防災講習会を終えて、家で話し合いをする。 

アンケート結果より 

・家庭で防災について話をしたことがあるか？ 

はい    74％   いいえ   26％ 

・家庭で災害時の準備をしていますか？ 

 はい    48％   いいえ   48％  その他  4％ 

＜保護者の感想＞ 

・日頃から子どもが非常日の食料確保を心配していることもあり、少しずつ確保していこうと思う 

・災害のニュースを見ては、準備をしなくてはと思っていてもなかなかできていませんでした。講習

をきっかけに準備を始めようと思います 

・持ち出し袋は何となく用意していたものの、何年か前のもので再度子どもの成長と共に中身を入れ

替えないといけないと思いました。講習会を終えいつ起こるかわからないが、危機感を持って色ん

な事にしていけたらと思います 

・親子で聞く事でより一層防災に対する意識が高まったと思う。ただ、1 時間床に座っているのはき

つかった（いすを用意してほしかった） 

・自然災害はいつ起こるかわからないので、今一度見直しをし、後から後悔しないようにしたいです。 

＜地域の方の感想＞ 

・改めて治水工事や洪水について学べてよかったです。地元人として知っておかないといけないと思

いました。 

＜役員の感想＞ 

・水防災の話でしたが、児童には（特に低学年）地域の歴史など難しい内容になり、途中で飽きてし

まったようだった。低学年に合わせた内容か事前に確認をしておけば良かったと思う。 

 しかし、防災について少しでも意識してもらえたように感じた。（家庭に帰ってから話をしてもらう

ようにしたため） 

〈工夫 2〉 
・各家庭で準備するもの

は違うと思うので、参考

までに学校に備蓄されて

いるもの、別の防災講習

で聞いた内容の紹介を資

料として配布した。 

 

〈工夫 3〉 
・アンケート内に「家族

で話し合ったことを教え

て下さい」という項目を

作り家に帰ってからも防

災について話が出来るよ

うにした。 

 

学校行事参加型＋講演会型＋在宅取組型（小学校） 

〈工夫 1〉 
保護者・地域の方が参加

してもらえるように、ふ

れあい参観日に実施し、

授業参観、家庭教育学

級、スクールサミット報

告会ふれあいランチと

いう流れを作った。 

事後アンケート 

〈改善点〉 
・学校行事と一緒にした

ことで、長時間になって

しまった。 

・アンケート結果は役員

会で話題にし、来年度へ

の課題にはしているが、

皆さんにもお知らせする

機会を図っていきたい。 

河川事務所の方の講話の様子 

登校班別のグループで話し合い 

河川事務所の方の話を聞く様子 


